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              今年度も残すところあと 1ヶ月となりました。レインボー 

支援センターも、皆様のご理解・ご協力のもと１年間の活動を 

行って参りました。 

              「レインボー支援センターだより」第 2号では。冬季研修会 

や支援活動の紹介等を掲載しております。ご一読ください。 

 

 

１月１４日〈木〉本校を会場に、高等学校にお 

ける特別支援教育の実践紹介及び学習の遅れが気 

になる生徒の事例検討会を行いました。 

 実践紹介では、「平舘高等学校における特別支援 

教育の取り組みについて」四役公子先生から校内 

支援体制や特別支援教育支援員との連携、支援対 

象生徒の決定から実際の支援に至るまでの経過や、     

支援シート等の紹介を交えながらお話をいただきま 

した。 

 事例検討では、部活動を意欲的に行うなど学校 

生活に適応しているものの、学習理解・定着に課題のある中学生Ａさんについて紹介してい

ただきました。 

 Aさんの課題は多岐にわたっておりましたが、質疑やグループ演習を進めていく中で次第

に焦点化され、優先的に取り組むべき課題について具体的な支援を話し合うことができまし

た。Aさんの将来について、保護者と一緒に考えていくことや関係機関と連携した支援を行

っていくためには、早期からの相談支援体制づくりや関係する情報を得ることが大切である

ことを再確認しました。６５名の参加者の皆さんありがとうございました。 

尚、グループごとに書いていただいた演習プリントは事例発表していただいた先生へのお

土産になりました♪ 

～参加者アンケートより～ 

●高等学校でも特別な支援を行っているということで、とても興味を持ちました。県内

の高等学校すべてで特別な支援が行える環境が整えばいいと思いました。 

●高校での支援の実態をはじめて知る機会となり勉強になりました。また、事例検討会

も自分が改めて支援について考えることになり学ぶところが大きかったです。 



支援センターへのお問い合わせ、 

相談のお申し込みはこちらへ 

 

 

 

●レインボー支援センター支援活動の紹介● 

レインボー支援センターでは、訪問や来校、電話での個別相談

はもちろん、職員の研修会での助言等も行っております。 

 冬季休業中に、盛岡市内の小学校において校内の特別支援教育研修会がありました。そこ

では、特別な配慮の必要な児童への指導・支援について①具体的な事例の紹介、②友達と良

好な関係を築くことが困難な児童への指導・支援についての検討に参加させていただきまし

た。 

実態把握に関することや個別の指導計画に関すること等の支援活動も行っております。お気

軽にご相談ください。 

 

 ● レインボー支援センターからのお知らせ ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レインボー支援センター 

スタッフ 

 

特別支援教育コーディネーター 

佐藤 陽子  (小学部) 

竹田友一郎 （中学部） 

佐藤 克子  （高等部） 

 

ご相談は電話（９時～１７時）、または E－

Mailにて受け付けております。 

ご相談内容をお聞きし、後日改めて相談の

日程等についてご連絡いたします。 

 

盛岡青松支援学校 

 レインボー支援センター 

TEL ０１９－６６１－５１２５ 

FAX ０１９－６６１－５１７０ 

E-Mail shien-soudan@mat-y.iwate-ed.jp 

 

どうぞ お気軽にご連絡ください！ 

下記についてもこちらへ 

●特別支援教育冬季研修会の資料請求 

レインボー支援センター用の

アドレスが開設されました。 

ご利用ください。 


